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年
（平
30
）12
月
12
日･

例
年
そ
の
世
相
を
表
す
「今
年
の
漢
字
」が
選

ば
れ
る
。
例
年
同
様
、
日
本
漢
字
能
力
検
定

協
会
の
一
般
公
募
で

最
多
の
北
」
の
字
が

1
位
に
決
定
し
た
と

「「漢
字
の
日
」12
月
12

日
、
京
都
・清
水
寺
で

発
表
さ
れ
、
そ
れ
を

受
け
、清
水
寺
の
森
清

範
（も
り
せ
い
は
ん
）

貫
主
（か
ん
す
）が
、

特
大
サ
イ
ズ
の
和
紙
に
大
筆
で

「
北
」
の

一
字
を
し
た
た
め
ら
れ
た
。
（写

真
）

そ
の

「北
」に
は7104

票
が
集
ま
った
。
以
下
は
、

2
位
「政
」3571

票
３
位
「不
」3323

票

4
位
「核
」3138

票
・5
位
「新
」29

58
票
・

6
位
「選
」2880

票
・

7
位

「

乱
」
」27

8
2

・8
位

「変
」2717

票
9
位
「倫
」10
位
「暴
」194

5
票
と
続
い
た
。こ
の
公
募
は
、
蜷
川
知
事
時

代
か
ら
始
ま
り
、今
や
、
京
都
の
正
月
前
、
恒

例
の
行
事
に
な
って
い
る
。

1
位
の
「北
」に
は
、
２
位
の
「政
」の
倍
を
超

え
る
票
が
集
ま
った
。
恐
ら
く
、市
民
感
覚
で
、

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
の
強
行
、

九
州
北
部
豪
雨
、
北
海
道
産
の
じ
ゃ
が
い
も
の

不
作
、
北
海
道
日
本
ハム
の
大
谷
翔
平
選
手

や
清
宮
幸
太
郎
選
手
、
競
馬
キ
タ
サ
ン
ブ
ラ
ッ

ク
な
ど
が
選
ば
れ
た
理
由
だ
ろ
う
。
参
考
３

位
以
下
（3
位
「不
」、
4
位
「核
」、

5
位
「新
」、
6
位
「選
」、
7
位
「乱
」、

8
位
「変
」、
9
位
「倫
」、
10
位
「暴
」

他
の
都
市
と
異
な
り
、
京
都
（市
）は
、
北
を

上
（カ
ミ
）
・南
を
下
（シ
モ
）と
言
う
。
元
々
、

「京
都
御
所
」が
、市
の
北
部
に
有
り
、
庶
民
の

住
む
地
域
が
南
（シ
モ
）だ
った
か
ら
で
あ
ろ
う
。

も
う
、
首
都
が
東
京
は
遷
都
し
て
百
年
を
越

え
た
の
に
、
そ
れ
を
認
め
た
く
な
い
人
が
多
い
の

だ
ろ
う
。
何
せ
、
千
年
以
上
、
「都
」だ
った
プ

ラ
イ
ド
が
許
さ
な
い
の
だ
。
が
、
現
実
の
地
形

的
は
、
北
大
路
通
り
と
、
南
区
九
条
通
り
と

で
は
、
百
米
程
高
低
差
が
あ
る
。
旧
市
内
の

川
は
、概
ね
北
か
ら
南
に
流
れ
て
い
る
。

頭
に
来
る
の
は
、
京
の
南
北
の
通
り
の
歌
。

♫
丸
竹
夷
二
（に
）押
お
池
、
姉
三
六
角
蛸

錦
、
四
綾
仏
高
、
松
萬
五
条
♫
」で
「終
り
」

だ
った
。
最
近
は
♫
雪
駄
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
魚
の

棚
～
東
寺
の
九
条
迄
♫
が
出
来
て
ま
ぁ
許
せ

る
が
。
♫
の
部
分
を
覚
え
て
お
く
と
、
極
め
て

便
利
ど
す
え
！
。

公
共
工
事
等
で
も
、
以
前
は
殆
ど
上
（北
）

～
下
（南
）の
順
で
実
施
さ
れ
た
来
た
。
五
条

迄
来
た
か
ら
、
次
は
七
条
や
と
期
待
し
て
た

ら
、
そ
こ
で
ス
ト
ッ
プ
。
「何
で
ど
す
か
？
」と
役

所
に
聞
く
と
、
「京
都
に
は
、
昔
か
ら
北
尊

南
卑
（ホ
ク
ソ
ン
ナ
ン
ピ
）思
想
が
有
り
ま
す
ね

ん
！
」と
言
わ
れ
、
北
（上
）に
は
「京
都
御
所
」

が
有
り
、優
先
ど
す
と
言
わ
れ
た
。
三
代
前
に
、

お
上
は
、
東
京
へお
引
越
し
さ
れ
た
の
に
。
ま
ぁ
、

最
近
は
、
南
（下
）の
方
も
，
大
事
に
し
て
下

さ
る
よ
う
に
な
った
。
塩
小
路
に
、
「芸
大
」

が
戻
って
来
る
し
、
京
都
駅
付
近
は
大
き
く
変

わ
る
だ
ろ
う
か
ら
。

ヤ
ッ
ト
,
下
（シ
モ
）
の
七
条
も
、ラ
ッ
キ
ー

セ
ブ
ン
で
、
光
が
さ
し
て
北
よ
う
だ
。

ヤ
レ
嬉
し
や
！
と
眉
毛
に
唾
を
付
け
て
！
。

酒
卸
時
代
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
前
に
、
そ
の
様
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◎
テ
ー

マ

「二
十
日
間
の
浦
島
太
郎
ー

私
が
容
疑
者
に
さ
れ
た
日
」

本
日
の
講
師
は
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
山

下
重
喜
さ
ん
。
テ
ー
マ
の
お
話

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

人
生
に
は
上
り
坂
、
下
り
坂
、

ま
さ
か
の
三
つ
の
坂
が
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
山
下
さ
ん
の

体
験
さ
れ
た

「ま
さ
か
」
は
壮

絶
な
も
の
で
し
た
。

二
年
が
過
ぎ
て
や

っ
と
泣
か
ず

に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
言
葉
に
無
念
や
ご
苦
労
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

悪
ふ
ざ
け
の
、
い
や
ほ
ん
の

無
邪
気
な

一
枚
の
画
像
送
信
が

も
た
ら
し
た
悲
劇
。
あ
る
早
朝

に
刑
事
が
家
に
や

っ
て
き
て
逮

捕
さ
れ
る
。

そ
ん
な
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
こ
と

が
実
際
に
起
こ
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
山
下
さ
ん
の
体
験
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

作
り
上
げ
た
ス
ト
ー
リ
ー
の

と
お
り
供
述
を
得
よ
う
と
す
る

警
察
と
の
戦
い
。
無
実
で
あ
る

こ
と
を
誰
よ
り
も
、

ご
自
身
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
過
酷
な
状
況
に
置
か
れ
て

も
が
ん
ば
れ
た
そ
う
で
す
が
、

冤
罪
事
件
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ

は
、
警
察
も
マ
ス
コ
ミ
も
名
誉

回
復
を

一
切
し
て
く
れ
な
い
こ

と
。事

件
報
道
の
と
き
は
大
き
く

取
り
上
げ
て
お
い
て
、
そ
れ
が

事
実
で
は
な
か
っ
た
の
に
な
ん

の
フ
ォ
ロ
ー
も
な
い
理
不
尽
さ

や
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
無
責
任
な

誹
謗
中
傷
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
と
も
戦

っ
て
お
ら
れ
、
２
０

日
間
の
留
置
だ
け
で
は
と
ど
ま

ら
ず
山
下
さ
ん
の
人
生
に
深
く

影
響
を
残
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
冤
罪
の
場
合
、
多
く
の
人

は
個
人
の
限
界
か
ら
戦
う
こ
と

を
あ
き
ら
め
て
し
ま
い
、
お
金

で
済
む
こ
と
な
ら
と
無
実
な
の

に
で
っ
ち
あ
げ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
認
め
て
泣
き
寝
入
り
の
人
が

多
い
そ
う
で
す
。
冤
罪
被
害
は

他
人
事
で
は
な
い
。
軽
々
し
い

評
論
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
い

重
い
内
容
で
し
た
。

気
を
短
く
し

て
待

っ
て
見
よ

う
か
！
。
ナ
ン
テ
！

発行者
株式会社サカタニ

集酉楽サカタニ

ファミリーマート
サカタニ京阪七条店
〒本日の講師は福
祉ボランティア活
動をされている山
下重喜さん。テー
マは「２０日間の
浦島太郎 ～私が
容疑者にされた日
～」。人生には上
り坂、下り坂、ま

サ
カ
タ
ニ
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス

第3日曜日開催日12月17日（定例:朝9時）

第155回：朝粥食べておシャベリ会
講演：山下重喜様（報告者）高木英智様

▽
お
目
出

度
い
新
年

な
の
に
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
「浪
花
節
」

で
な
く
「嘆
き
節
」に
な
って
し
ま
った
。

堪
忍
し
と
く
り
ゃ
し
ゃ
！

▼
で
も
、
こ
の
「と
ん
か
ら
り
ん
」の
読

者
は
、
店
の
近
辺
の
方
で
、
大
人
し
い

方
が
多
い
。
「北
尊
南
卑
」を
、
嫌
と

言
う
程
感
じ
ら
れ
て
居
ら
れ
る
筈
だ

と
思
う
。

▽
私
、
左
京
区
に
住
ん
だ
こ
と
が
有

る
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
段
違
い
程
の

差
が
有
る
様
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

住
人
に
学
者
が
多
く
、
口
煩
い
、
お

人
が
多
い
か
ら
だ
ろ
う
か
！
？
。

▼
東
山
区
は
、
全
国
の
中
で
も
、
後

期
高
齢
者
が
多
い
地
域
、そ
の
お
方
々

は
、辛
抱
馴
れ
を
し
て
お
ら
れ
る
の
か
、

少
々
の
不
満
が
有
って
も
、
発
言
を

さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。

▽
発
言
が
無
い
と
、
役
所
は
判
ら
ず

動
き
様
が
な
い
。
東
山
区
は
、
狭
い

通
り
が
多
い
。
そ
の
狭
い
通
り
に
電

柱
が
生
え
て
居
る
。
私
の
生
ま
れ
る

前
か
ら
百
年
以
上
？
の
今
も
。

▼
数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
東

山
区
、
道
幅
の
狭
い
所
が
多
く
、
危

険
度
も
高
い
。
隣
り
の
奈
良
市
に
負

け
て
い
る
様
に
思
う
の
で
、
早
期
に

電
信
、
電
燈
線
の
地
中
化
を
望
み

た
い
。観
光
都
市
の
名
折
れ
ぞ
！

ど
ん
つ
き

読
者
の
皆
さ
ま

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

昨
年
中
は

「と
ん
か
ら
り
ん
」
を

お
読
み
下
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
8

年
元
旦

と
ん
か
ら
り
ん
編
集
者酒

谷
義
郎

毎
月
七
日
：
恒
例
：

七
条
大
橋
を

キ
レ
イ
に
す
る
会

◎

日
時:

二
月

七
日

（日
）

◎
集
合
：
七
条
大
橋

・
東
詰
南

作
業
時
間

AM9

時
～~10;30

◇
掃
除
用
具

：
手
箒

：
雑
巾

・

小
さ
い
ス
コ
ッ
プ
等
は

各
自
ご
持
参
等
ご
持
参
く
だ
い
。

◇
終
了
後,

集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ2F

に
て

小

一
時
間
程

お
茶
を
飲
み
反
省
会

写
真
；
毎
回
ご
参
加
の

清
掃
協
力
中
の

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
の

お
二
人
様
で

北
北

北

今年の
漢字

写
真
森
清
範
貫
主

お
詫
び:

「と
ん
か
ら
り
ん
元
旦
号
」
は

本
来
は
元
日
に
お
届
け
す
べ
き

で
し
た
が
、
作
成
中
に
Ｐ
Ｃ
絡

み
の
ト
ラ
ブ
ル
と
編
集
者
の
能

力
低
下
と
が
重
な
り
、
配
布
、

お
届
が
随
分
と
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
読
者
様
、
ご
投
稿
者

様
、
誠
に
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

平
に
お
許
し
下
さ
い
。

2
0
1
8

年
⒈
月
８
日

と
ん
か
ら
り
ん

編
集
者

酒
谷
義
郎



な
事
が
起
こ
る

と
知
り
、
素
早

く
対
応
し
、
多

額
の
利
益
を
得
て
、
会
社
購
入
時
の
借
金

は
消
え
、
且
つ
、
不
足
商
品
を
供
給
出
来
た

の
で
お
得
意
先
も
急
増
え
た
。
正
に
私
の
と
っ

て
「神
風
」だ
った
。

そ
し
て
、
大
黒
湯
隣
の
「店
」を
、
父
の
所
有

の
現
在
地
に
移
し
た
。
権
利
金
も
家
賃
も

父
の
要
求
通
り
支
払
い
、
社
名
を
（株
）サ
カ

タ
ニ
に
変
更
し
店
舗
改
装
を
し
た
。
店
名
を

「ワ
イ
ン
&
フ
ー
ズ
・サ
カ
タ
ニ
」に
変
更
し
て

10
月
１
日
（厄
歳
42
歳
で
開
店
し
た
）
に
、
５

日
間
「開
店
セ
ー
ル
」新
聞
折
込
ビ
ラ
入
れ

た
。
当
時
は
、
「安
売
り
チ
ラ
シ
」は
組
合
、

税
務
署
等
で
は
自
粛
と
さ
れ
て
い
た
が
無

視
し
て
撒
い
た
。
想
定
以
上
の
売
上
が
有
り

好
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
。
以
後
月
初
三
日

間
「ワ
ン
・ツ
ウ
・ス
リ
❘
セ
ー
ル
」と
名
を
付

け
た
「特
売
」を
コ
ン
ビ
ニ
に
業
態
変
更
す
る

ま
で
継
続
し
た
。

開
店
特
売
最
中
の
10
月
５
日
、
祖
母
き

ぬ
が
店
に
立
ち
寄
っ
て
呉
れ
た
。
忙
し
く
て

話
も
出
来
ず
，
特
売
終
了
後
の
９
日
、
左

京
区
吉
田
に
住
む
祖
母
「き
ぬ
」に
、
が
来

店
、
忙
し
く
て
話
す
る
間
も
無
か
った
の
で
、

一
段
落
し
た
9
日
、
祖
母
が
教
会
長
の
左

京
区
吉
田
在
の
「天
理
教
理
楽
分
教
会
」

に
行
っ
た
。
祖
母
は
、
開
店
売
出
し
の
繁
盛

を
喜
ん
で
、
お
祝
い
に
と
『箒
と
手
製
の
塵

掃
い
』を
呉
れ
た
。
「「こ
れ
は
、
掃
除
だ
け
だ

な
く
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
お
前
の
心
の
汚
れ
を

取
る
道
具
や
」と
言
って
。
「「お
お
き
に
、
判
っ

て
ま
す
」と
貰

い
帰
宅
し
た
。

翌
10
日
、
開

店
後
初
の
休

業
日
。
西
鉄

巨
人
の
日
本
シ
リ
❘
ズ
を
見
て
い
た
。
そ
こ
へ、

父
か
ら
電
話
,
「お
婆
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
！
」

と
。
「嘘
、
昨
日
会
った
の
に
！
」祖
母
は
、
そ

の
日
宇
治
の
部
下
教
会
の
大
祭
に
参
加
。

終
り
に
信
者
さ
ん
に
、
ご
挨
拶
の
お
礼
で
、

お
辞
儀
を
し
た
マ
マで
亡
く
な
る
大
往
生
だ
っ

た
。
祖
父
が
開
い
た
酒
屋
を
、
私
が
、
そ
の

場
所
で
酒
屋
を
復
活
さ
せ
た
の
で
ホ
ッ
と
気

が
緩
ん
だ
の
か
、
亡
き
祖
父
に
早
く
知
ら
そ

う
と
逝
った
の
だ
と
思
った
。
私
は
、
生
後
実

母
と
離
さ
れ
、
祖
母
に
育
て
ら
れ
て
来
た
。

出
な
い
祖
母
の
乳
房
を
咥
え
た
幼
稚
園
時

代
か
ら
記
憶
が
あ
る
。
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
と
呼

ん
で
は
い
た
が
、
私
の
中
で
は
、
母
で
あ
る
。

又
、
後
年
、
我
が
家
内
の
母
の
同
じ
日
に
亡

く
な
った
。

後
に
「体
育
の
日
」祝
日
に
な
っ
た
。
で
、
毎

年
音
羽
山
と
宇
治
へ、

一
日
で
二
ヶ
所
、

墓
参
り
出
来
る
。
そ
の
際
、
始
末
屋
の
祖
母

と
母
の
気
配
り
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

お
知
ら
せ
と
お
礼

※
こ
の
欄
は
、
例
月
、
石
動
敬
子
様
の

ご
原
稿
を
掲
載
さ
せ
て
戴
い
て
い
た

「欄
」
で
し
た
が
、
ご
投
稿
が
な
く
慌

て
て
石
動
様
に
、
確
認
致
し
ま
す
と
、

⒓
月
で
投
稿
を
終
了
通
知
し
た
と
仰
り

ま
し
た
。
ご
連
絡
を
見
落
し
た
の
で
し
ょ

う
。
昔
風
に
言
う
と
私
も
既
に
84
歳
、

ボ
ケ
が
来
た
の
で
し
ょ
う
。

石
動
敬
子
様

長
い
間
、
ご
投
稿
の
ご
協
力
を
賜

り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
後
も
、
時
折

で
結
構
で
す
が
、
ご
投
稿
を
頂
戴
出
来

れ
ば
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

編
集
者

酒
谷
義
郎

⑮
で
書
き

ま
し
た
が
、
。

小
学
２
年

生
迄
、
祖
母
に
育
て
ら
れ
、
貞
教
尋
常

小
学
校
に
入
学
も
祖
母
と
一
緒
で
し
た
。

当
日
は
、
雨
降
り
、
校
門
を
入
る
と
、

６
年
生
の
お
方
が
、
傘
預
か
り
係
だ
っ

て
、
祖
母
が
近
所
の

「オ
ー
ツ
ル
ヤ
」

さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
だ
と
教
え
て
呉
れ
ま

し
た
。
同
店
は
、
京
都
で
一
番
早
く
、

現
金
廉
価
販
売
を
始
め
ら
れ
た
お
店
で

し
た
。
今
で
言
う

「ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
の
先
駆
者
で
す
。
随
分
年
月
の
過

ぎ
、
私
が
大
學

一
回
生
時
、
バ
イ
ト
先

の
京
都
市
商
工
局
外
郭
団
体
の

「公
開

経
営
指
導
協
会
」
に
ご
参
加
な
さ
っ
て

い
て
、
随
分
と

「商
売
の
原
点
」
を
お

教
え
戴
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
事
か
ら
、

京
都
は
狭
い
町
、
近
所
付
き
合
い
を
大

切
に
と
思
い
な
が
ら
、
今
に
至
り
ま
す
。

も
う

一
つ
の
例
は
、
今
月
一
六
日
午

後
３
時
、
碑
前
で
献
花
祭
を
実
施
す
る

「馬
町
瀑
撃
之
地
」
の
碑
で
す
。

東
北
大
地
震
で
、
昔
に
建
立
さ
れ
た

「碑
」
の
お
陰
で
多
く
の
人
が
助
か
っ

た
事
を
テ
レ
ビ
放
映
で
知
り
ま
し
た
。

も
の
言
わ
な
い

「石
碑
」
で
も
、
有
り

無
し
で
、
多
く
の
人
の
命
が
助
か
る
か
、

助
か
ら
な
い
が
別
れ
る
こ
と
あ
る
の
だ

と
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て

「馬
町
瀑
撃
」

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
頃
、

宇
治
市
の
住
ま
い
を
売
り
、
旧
修
道
小

学
校
区

「馬
町
」
に
移
転
し
た
の
で
す
。

空
襲
を
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
て

い
る
京
都
市
で
多
数
の
死
傷
者
を
だ
し

た
空
襲
は

「西
陣
と
馬
町
」
。

そ
の
西
陣
に
は
、
慰
霊
碑
が
早
く
に
建

立
さ
れ
て
い
た
が
、

「馬
町
」
に
無
い

と
気
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
早
く
か

ら
知
っ
て
居
ま
し
た
が
、
他
学
区
の
住

人
が
言
う
事
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
爆
撃
地
学
区
の
住
人
に

な
り
、
親
し
い
人
も
出
来
た
の
で

「馬

町
瀑
撃
之
碑
」
建
立
を
提
案
を
し
ま
し

た
。
同
じ
想
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
人

も
多
く
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
進
み
、
多

く
の
寄
付
金
も
、
即
、
集
ま
り

「碑
の

建
立
」
が
出
来
ま
し
た
。
同
時
に
、
以

後
も
毎
年
、

一
月
一
六
日
の
、
爆
撃
の

有
っ
た
日
に

「献
花
の
集
会
」
を
す
る

事
も

「自
治
連
合
会
」
で
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
一
月

一
六
日
も

午

後

三
時

か
ら

旧
修
道

学

校
内

『
碑
前
』
献
花
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

建
立
五
回
目
で
今
回
最
終
で
す
。
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例
年
に
違
わ
ず
伏
見
稲
荷
大
社
は
初

も
う
で
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
元
商

店
街
の
皆
さ
ん
は
お
正
月
休
み
ど
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
総
出
の
大
仕

事
の
時
期
で
す
。
初
も
う
で
客
は
外
国

人
は
少
な
く
、
圧
倒
的

に
日
本
人
で
す
か
ら
、

店
頭
に
並
ぶ
土
産
物

も
日
頃
と
は
少
し
様
子

が
違
う
よ
う
で
す
。
昔

か
ら
あ
る
煎
餅
屋
、
饅

頭
屋
、
神
具
店
な
ど
が

売
れ
筋
の
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
１
２
月
１
５
日
に
京
都
市
が
２

０
１
６
年
の
観
光
消
費
が
京
都
市
内
に

与
え
た
経
済
波
及
効
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
効
果
は
１
兆
１
７
７
２
億
円
で
市
内

生
産
額
の
１
・４
倍
で
、
市
は
「観
光
産

業
が
京
都
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
」と

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
を
見
て
い
る
と
大
変
結
構
な

事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
不
安
な
こ
と
も
多

く
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
観
光
を
経
済

指
標
だ
け
で
み
れ
ば
京
都
市
の
評
価
の

通
り
と
思
い
ま
す
が
、
京
都
市
民
の
日

常
生
活
と
の
関
係
で
は
問
題
が
山
積
し

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
民
泊
問
題
、
ホ

テ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
、
観
光
資
源
の
維

持
保
全
等
々
。
京
都
の
観
光
文
化
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
古
き
良
き

伝
統
ば
か
り
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
出
来
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「観
光
産
業
と
は

何
か
」を
も
う

一
度
原
点
か
ら
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。
京
都
市

民
全
体
が
観
光
客
を
気
持
ち
よ
く
迎
え

入
れ
交
流
す
る
文
化
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
京
都
観
光
の
将
来
は
危
う
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
目
先
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
に
ら
ん
で
京
都
観
光
を
金
儲

け
だ
け
で
考
え
て
い
て
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。

幸
い
に
今
年
は
戌
年
で
す
。
戌
年
生
ま

れ
の
人
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
性
格
の
人
が
多

い
そ
う
で
す
。
今
年
は
こ
れ
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

「誠
実
で
真
面
目
な
性
格
。
頑
固
で
自

分
の
評
価
は
め
っ
た
に
変
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
用
心
深
い
と
こ
ろ
が
あ
り
す

ぐ
に
は
心
を
開
き
ま
せ
ん
の
で
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

こ
の
人
と
決
め
れ
ば
一
途
に
身
を
て
い
し

て
献
身
的
に
つ
く
し
ま
す
。
恩
や
義
理
を

重
ん
じ
る
律
儀
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。
１

２
月
か
ら
冬
型
の
気
圧
配
置
が
続
き
、

こ
の
伏
見
か
ら
は
西
山
の
雪
景
色
が
し

ば
し
ば
眺
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
地
に
は
昔

か
ら
た
く
さ
ん
の
鶉
が
棲
ん
で
い
て
鶉
の

里
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に

詠
ま
れ
た
句
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

狩
り
に
こ
し
鶉
の
床
の
荒
れ
は
て
て

冬
深
草
の
野
辺
ぞ
淋
し
き

後
鳥
羽
院

稲
荷
山

ぶ
ら
り
散
策
記

㊳

越
智
薫
史

右側が祖母、弟と姉

な
ん
だ
坂

こ
ん
な
だ
坂
⑯



私
は
、
七
条
通
り
思
っ
て
い
ま
す
。

何
故
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
ネ
ッ

ト
で

、
次
の
様
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
『京
都
駅
中
央
口
か
ら
ま
っ
す
ぐ

北
へ
5
分
程
歩
き
、
京
都
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク･

京
都
タ
ワ
ー
も
越
え
最
初
に
出
会

う
大
き
な
通
り
が
七
条
通
。
京
都
へ
訪

れ
た
ら
、
み
な
真
っ
先
に
観
光
地
へ
と

出
発
す
る
こ
と
か
ら
見
落
と
さ
れ
が
ち

な
通
り
で
す
。
し
か
し
実
は
東
に
智
積

院
や
三
十
三
間
堂
、
西
に
世
界
遺
産･

西
本
願
寺
と
い
っ
た
有
名
寺
院
の
み
な

ら
ず
、
レ
ト
ロ
な
近
代
建
築
や
昔
な
が

ら
の
お
店
な
ど
注
目
し
た
い
ス
ポ
ッ
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

京
都
旅
行
の
締
め
く
く
り
に
ぴ
っ
た
り

な
飲
み
屋
さ
ん
も
多
く
で
き
て
い
ま
す
。

ま
だ
知
ら
な
い
京
都
の
玄
関
口
界
隈
を

じ
っ
く
り
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。』
と
。

条
の
字
が
付
く
通
り
は
、

一
条
か

ら
十
条
ま
で
有
り
ま
す
が
、
昔
の
風

情
を
今
に
多
く
残
し
て
い
る
の
は
こ
の

通
り
だ
け
、
五
条
通
は
、
今
や
国
道
。
、

一
、
二
．
三
.
六
,
八
条
通
は
、
生
活

道
路
。
九
・
十
は
工
業
地
化
し
て
い
ま

す
。
明
治∼

昭
和
の
三
代
の
文
化
、
古

く
は
東
西
の
本
願
寺
等
の
社
寺
文
化
と
、

混
ざ
り
会
い
乍
ら
、
違
和
感
を
与
え
な

い
通
り
は
七
条
通
り
だ
け
思
う
の
で
す
。

そ
し
て
其
の
象
徴
的
な
物
は
、
国
立
京

都
博
物
館
で
有
り
、
七
条
大
橋
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
平
成
の
今
、
梅
小
路
水

族
館
と
鉄
道
博
物
館
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
恐
ら
く
こ
れ
だ
け
の
背
景
を

持
つ
通
り
は
、
日
本
中
で
七
条
通
り

だ
け
と
思
う
の
で
す
が
！
更
に
、
そ

れ
に
加
え
て
、
東
西
の
本
願
寺
が
関

わ
る
京
都
女
子
学
園
。
野
球
で
有
名

な
平
安
高
校
。
大
谷
学
園
も
あ
り
。
若

い
世
代
も
多
く
住
み
学
び
遊
ん
で
居
る

町
で
も
あ
り
ま
す
。
私
の
住
む
東
山
区

は
、
日
本
の
都
市
で
で
、

一
.
二
の
高

齢
者
率
の
高
い
行
政
区
で
す
が
、
朝
昼

は
、
青
年
男
女
が
溢
れ
る
様
に
通
り
ま

す
。
そ
の
東
山
区
か
ら

一
時
西
京
区
に

疎
開
？
な
さ
っ
て
い
た

「京
都
美
大
」

が
七
条
通
り
南
の
塩
小
路
に
有
る

「崇

仁
小
学
校
跡
」
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

同
時
に
地
域
全
体
を
見
直
し
す
れ
ば
、

今
は

「注
目
度
」
で
す
が
、
恐
ら
く
、

京
都
の
は
東
山
は
、
日
本
の
随

一
大
き

な

「大
き
な
文
化
芸
術
圏
」
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
開
発
か
ら
見
放
さ
れ
た
い

様
な
町
が
様
変
わ
り
す
る
の
で
す
。
青

年
世
代
が
、
ワ
ン
サ
と
住
み
、
来
る
町

に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
迄
捨
て
ら
れ
た

様
な
七
条
。
電
柱
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
金
持
ち
の
関
電
さ
ん

『抜
い
て

て
ぇ
な
ぁ
！
」。
そ
し
て
七
条
大
橋
橋

脚
の
汚
れ
、
戦
時
中
武
器
用
に
取
り
上

げ
ら
れ
た

「欄
干
、
照
明
塔
」
を

「元

の
姿
」
に
戻
し
て
上
げ
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
！
。
美
大
が
来
る
際
に
！
・

四
条
大
橋
が

「元
」
に
出
来
て
何
故

「七

条
大
橋
」
は
、
応
急
手
当
の
マ
マ
な
の
で

す
か
？
」

ご
返
事
が
欲
し
い
！
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京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

し
ち
じ
ょ
う

と
お
り

七
条
通

京
都
一の
通
り
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東
山
仁

王
門
の
停

留
場
を
発

車
し
た
市
電
は
、
東
大
路
通
を
南
下
し
ま

す
。
今
ま
で
の
車
窓
風
景
の
よ
う
に
、
寺
院

も
見
ら
れ
ま
す
。
左
手
に
は
、
う
っ
そ
う
と

し
た
杜
が
あ
り
、
「満
足
稲
荷
神
社
」の
石

柱
と
鳥
居
が
見
え
て
来
ま
し
た
。

こ
の
神
社
、
豊
臣
秀
吉
と
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す
。
秀
吉
は
稲
荷
信
仰
が
篤
く
、
伏

見
桃
山
城
に
、
伏
見
稲
荷
大
社
の
祭
神
を

勧
請
し
て
稲
荷
神
社
を
建
て
ま
し
た
。
祭

神
の
加
護
に
す
こ
ぶ
る
「満
足
」し
た
こ
と

が
、
そ
の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
豊
臣

家
が
滅
亡
し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
徳

川
綱
吉
が
伏
見
桃
山
城
か
ら
現
在
地
に

移
し
ま
し
た
。

祭
神
は
伏
見
稲
荷
神
社
と
同
じ
で
、
開

運
や
商
売
繁
盛
に
霊
験
あ
ら
た
か
と
さ
れ
、

立
派
な
社
殿
は
確
か
に
ご
利
益
の
あ
り
そ

う
な
気
配
が
漂
って
い
ま
す
。
ま
た
境
内
に

は
岩
神
さ
ん
と
い
う
霊
石
が
あ
り
、
こ
れ
を

さ
す
っ
た
手
で
頭
を
撫
で
る
と
頭
が
良
く

な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

岩
神
さ
ん
の
足
元
か
ら
生
え
て
い
る
神
木

の
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
、
樹
齢
が
四
百
年
を
超

え
る
京
都
市
指
定
保
存
樹
の
大
木
で
、
パ

ワ
ー
を
秘
め
た
ご
神
木
は
、
一
本
の
大
幹

か
ら
八
本
の
幹
が
枝
分
か
れ
し
て
生
え
て
い

ま
す
。

眼
を
東
大
路
通
の
西
側
に
転
じ
る
と
、
商

店
や
小
さ
な
ビ
ル
が
続
き
ま
す
が
、
一
歩

西
に
入
る
と
、
要
法
寺
の
広
い
境
内
が
広

が
り
、
三
条
通
に
回
る
と
、
大
き
な
石
碑

が
あ
り
ま
す
。
日
蓮
宗
の
本
山
で
、
日
蓮

宗
は
多
く
の
分
派
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
日
蓮
本
宗
の
お
寺
で
す
。

ま
も
な
く
到
着
す
る
停
留
場
が
「東
山
三

条
」で
す
。
市
電
時
代
に
は
、
京
阪
電
鉄
京

津
線
と
平
面
交
差
し
て
い
ま
し
た
。
京
阪

電
鉄
と
し
て
は
、
四
条
、
七
条
、
伏
見
稲
荷

と
並
ぶ
、
市
電
と
の
平
面
交
差
で
す
が
、

平
成
九
（
一
九
九
七
）年
に
市
営
地
下
鉄

東
西
線
が
開
業
し
、
地
上
を
走
る
京
阪
京

津
線
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
市
電
、
京
津

線
の
両
方
が
あ
っ
た
時
代
は
、
相
互
の
乗

換
客
で
、
停
留
場
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。
と

く
に
付
近
に
は
、
女
子
高
校
が
二
つ
あ
って

朝
の
通
学
時
に
は
、
若
い
歓
声
が
聞
こ
え
て

き
た
も
の
で
し
た
。

京
津
線
は
、
廃
止
前
に
は
三
条
通
の
中
央

を
併
用
軌
道
で
走
って
い
ま
し
た
が
、
大
正

元
年
の
開
業
当
時
の
線
路
は
、
東
山
三
条

か
ら
分
か
れ
て
、
東
北
側
へ専
用
軌
道
で

走
り
、
蹴
上
付
近
で
三
条
通
に
合
流
し
て

い
ま
し
た
。
昭
和
六
年
に
、
拡
幅
さ
れ
た
三

条
通
に
付
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で

も
、
一
筋
東
の
古
川
町
商
店
街
の
交
差
点

の
東
北
側
に
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
用
地
が
線
路
跡
で
あ
り
、
そ
の

ま
ま
斜
め
の
用
地
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
見

て
取
れ
ま
す
。

そ
の
当
時
の
様
子
は
、想
像
す
る
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
先
頃
あ
った
市
電
関
連
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
戦
前
に
撮
ら
れ
た
動
画
が
公
開

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
、
三
条
通
か
ら

急
カ
ー
ブ
で
左
へ曲
が
り
、専
用
軌
道
に
入
っ

て
行
く
電
車
が
写
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
に

と
って
は
た
い
へん
貴
重
な
シ
ー
ン
で
し
た
。

四
方
向
か
ら
電
車
が
集
ま
り
賑
わ
っ
て
い

た
交
差
点
も
、
鉄
道
は
地
下
に
潜
り
、
駅

も
少
し
東
側
に
移
り
、
人
が
渦
巻
い
た
市

電
時
代
の
東
山
交
差
点
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

※
岡
崎
公
園
前
の
停
留
場
を
発
車
し
た

市
電
が
走

っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静

二84

両
側
は
寺
院
ば
か
り
が
続
い
た

東
山
仁
王
門
に
到
着
し
た
市
電

京
都
市
内
東
西
の
通
り
で

今
、
注
目
度

一
番
の
通
り
？
は



石
油
シ
ョ
ッ

ク
到
来
情
報

を
丸
紅
大
阪

社
で
聞
い
た

時
は
マ
サ
カ
と
思
っ
て
い
が
、

一
ヶ
月

経
過
し
た
頃
、
仕
入
先
が
注
文
量
を
減

ら
せ
と
言
い
出
し
た
。
ヒ
ョ
ッ
ト
し
て

ア
レ
か
と
推
理
し
ま
し
た
。

現
在
地
は
、
父
の
代
、
酒
小
売
か
ら

卸
業
に
変
更
し
た
。
そ
れ
で
、
元
々
酒

問
屋
時
代
に

一
階
は
殆
ど
、
空
家
同
然

の
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
有
り
、
そ
の
場
所

に
、
砂
糖
、
油
、
醤
油
を
買
い
入
れ
保

管
し
た
。
そ
こ
へ
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
来

た
の
だ
。
既
に
、
酒
小
売
会
社
を
買
収

し
、
他
店
と
競
合
し
な
が
ら
納
入
し
て

い
た
大
き
な
飲
食
店
も
数
店
有
っ
た
。

そ
こ
へ
の
納
入
競
合
店
は
、
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
で
、
売
る
商
品
が
無
く
納
入
不

可
、
私
共
が
、
要
望
に
応
じ
て
納
入
し

た
。
納
入
価
格
を
上
げ
て
。
お
得
意
先

も
増
え
、
会
社
購
入
時
の
借
金
は
無

く
な
り
、
余
裕
も
出
来
て
、
現
在
地

を
改
装
し
、
西
側
に
家
に
酒
免
許
を

（
株
）
サ
カ
タ
ニ
に
代
え
酒
屋
を
開

業
、
更
に
二
ヶ
月
後
、
酒
ど
こ
ろ
サ
カ

タ
ニ
の
名
の
「
立
ち
飲
み
酒
場
」
を

開
業
し
た
。
店
主
は
嫌
が
っ
た
が
、

強
引
に
家
内
の
名
前
で
。
酒
税
法
で
、

飲
食
店
を
私
の
名
で
出
来
な
い
時
代

だ
っ
た
。
営
業
時
間
は
五
時
か
ら
八

時
の
三
時
間
、
戦
前
祖
父
が
や
っ
て
い

た
方
を
真
似
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
常

時
満
員
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ

り
大
繁
盛
を
し
た
。
奥
の
深
い
家
だ
っ

た
で
、
其
処
も
店
に
改
造
し
た
。

酒
小
売
も
順
調
、
其
処
へ
、
徳
島

県
の
酒
屋
さ
ん
が
、
メ
ー
カ
ー
を
を

通
じ
て
「
東
映
映
画
村
」
に
「
め
ん
坊
」

の
名
の
で
う
ど
ん
屋
を
開
業
す
る
の
で
」

と
酒
調
味
料
の
納
入
を
依
頼
さ
れ
、
お

引
受
け
し
た
。
其
処
が
大
当
た
り
し
、

多
店
舗
化
さ
れ
、
我
店
の
「
う
ど
ん
屋

に
」
と
勧
め
ら
れ
、
そ
れ
に
従
っ
た
。

家
内
に
は
大
反
対
さ
れ
た
が
強
引
に
。

只
、
立
飲
み
の
お
客
さ
ん
を
断
る
の
は

駄
目
だ
と
、
店
を
奥
に
広
げ
、
酒
は
値

上
げ
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
大
丈
夫
の

体
制
に
な
っ
た
時
、
父
が
六
二
歳
で
亡

く
な
っ
た
。
亡
く
な
っ
た
父
は
、
超
が

付
く
色
男
で
、
三
人
目
の
妻
と
そ
の
子
、

弟
妹
も
い
た
。
相
続
で
大
変
だ
っ
た
が
、

亡
く
な
っ
た
歳
ま
で
、
妻
の
取
り
分
は

三
分
に

一
だ
っ
た
。
そ
の
所
為
で
私
が

現
在
地
を
相
続
で
き
た
。
、
Ｈ
寝
段
の

物
,
立
の
み
の
御
押
印
せ
れ
た
が
ご
」」

に
ゃ
つ
ぁ
て
ん
ぽ
か
た
。

、
の
名
の
有
働
ウ
ナ

酒
場
を?

屋
参
が
町
に
二
で
チ
ウ
ィ

『

新
し
い
一
年
の
始
ま
り
は

い
つ
も
期
待
に
あ
ふ
れ
る
も

の
で
す
が
、
今
年
は
い
つ
も

以
上
に
気
持
ち
が
高
ま
り
つ

つ
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
、
東
山
出
身
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
フ
ラ
リ
ー

パ
ッ
ド
に
と
っ
て
、
二
〇

一

八
年
は
記
念
す
べ
き
年
だ
か

ら
で
す
。
小
学
校
か
ら
の
同

級
生
だ
っ
た
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ

ド
の
二
人
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
な
り
た
い
と
い
う
小
さ

い
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
、
二

〇
〇
八
年
、
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
と
ウ
ク
レ
レ
で
、
歌

の
な
い
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン

タ
ル
音
楽
を
奏
で
る
デ

ュ
オ

と
し
て
正
式
に
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー

し
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
十
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
十
年
、
様
々
な
経
験

を
し
て
き
た
フ
ラ
リ
ー
パ

ッ

ド
は
、
希
望
と
葛
藤
の
繰
り

返
し
の
中
で

少
し
ず

つ
前

へ
前

へ
と
進

み
、
夢
を

一

つ
ず

つ
形
に

し
て
き
ま
し
た
。
決
し
て
ま

だ
最
終
目
的
地
に
は
到
達
て

大
海
原

へ
と
繰
り
出
し
て
い

る
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
走

り
出
し
た
船
は
大
き
な
帆
を

あ
げデ

ビ
ュ
ー
十
周
年
と
い
う

記
念
の
年
に
向
け
、
フ
ラ
リ
ー

パ
ッ
ド
は
昨
年
新
た
な
道

へ

挑
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
活
動

ス
タ
イ
ル
を
、
歌
の
な
い
音

楽
か
ら
も
う

一
度

一
か
ら
出

直
す
の
と
同
じ
こ
と
。
と
て

も
勇
気
の
あ
る
決
断
で
す
。

新
た
な
道
を
進
む
こ
と
で

得
ら
れ
る
も
の
が
多
い
反
面
、

失
う
も
の
も
多
い
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
困
難
が

待
ち
構
え
て
い
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
十

年
頑
張
っ
て
き
た
二
人
な
ら

き
っ
と
、
今
ま
で
培
っ
て
き

た
経
験
と
知
恵
を
生
か
し
、

最
終
目
的
地
に
向
け
て
力
強

く
走
っ
て
い
け
る
と
信
じ
て

や
み
ま
せ
ん
。

記
念
す
べ
き

一
年
と
な
る

今
年
、
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は

大
き
く
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

次
の
十
年
で
目
指
す
夢
の
地

ま
で
、
帆
を
さ
ら
に
大
き
く

広
げ
て
滑
走
し
て
い
き
ま
す
。

き
っ
と
そ
こ
に
は
、
輝
か
し

い
明
日
が
待
っ
て
い
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
年

も
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
を
ご
贔

屓
く
だ
さ
い
。
歌
詞
の
あ
る

歌
曲

へ
と
、
そ
し
て
身
軽
な

デ

ュ
オ
を
か
ら
バ
ン
ド
と
い

う
大
所
帯

へ
と
転
向
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
十
年
間
進
ん

で
き
た
進
路
を
変
え
未
知
の

進
路
を
と
る
こ
と
は
、
今
年

は
冬
の
到
来
が
早
い
よ
う
で
す
。

十
二
月
の
か
か
り
で
す
で
に
、

真
冬
並
み
の
寒
さ
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
少
し
長

い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
し
た

ら
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ホ
ワ
イ
ト
ク

リ
ス
マ
ス
が
、
期
待
で
き
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
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▽
『新
年
明

け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
』と
の
ご
挨
拶
を
書

き
た
い
、
書
く
べ
き
な
の
で
す
が
、

本
年
は
「ダ
メ
」で
し
た
。

▼
「と
ん
か
ら
り
ん
」正
月
号

作
成
中
、
Ｐ
Ｃ
と
プ
リ
ン
タ
❘
の

Ｗ
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
お
届
が

早
く
て
七
日
正
月
に
な
り
そ
う

で
す
。

▽
私
め
、
子
供
～
、
今
ま
で
目

は
良
く
84
歳
の
今
で
も
、
裸
眼

で
新
聞
や
Ｐ
Ｃ
も
読
め
使
え
ま

す
。
勉
学
で
は
、
余
り
酷
使
し

な
か
っ
た
所
為
で
し
ょ
う
が
・・。

▼
と
こ
ろ
が
、
記
憶
力
が
急
激

に
衰
え
つ
つ
あ
る
要
で
す
。
先

程
手
放
し
た
「資
料
や
辞
書
」

の
場
所
を
忘
れ
る
様
再
々
。
加

齢
の
影
響
で
し
ょ
う
が
。

▽
こ
の
正
月
号
は
、
そ
れ
に
気

が
付
き
早
く
取
り
掛
か
っ
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
随
分
時

間
を
要
し
「ト
ラ
ブ
ル
」と
重
な

り
、
こ
ん
な
お
詫
び
に
な
り
ま
し

た
。

▼
読
者
の
方
々
、
ご
投
稿
に
ご

協
力
く
だ
さ
っ
て
て
い
る
方
々

に
申
訳
な
い
と
お
詫
び
申
し
ま

す
。
「と
ん
か
ら
り
ん
」の
第
1

号
は20

01

年
で
す
が
、
予
告
せ

ず
こ
れ
ほ
ど
遅
れ
は
始
め
て
。

▽
読
者
に
お
読
み
戴
く
の
が
第

一
の
願
い
で
す
が
、
作
成
す
る

私
に
も
大
い
に
役
に
立
っ
て
い
ま

す
。
書
く
編
集
の
プ
レ
シ
ャ
❘
は
、

最
大
の
「ボ
ケ
防
止
」に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
ま
す
。

▼
で
も
、
月
刊
で
の
発
行
は
、
そ

う
永
く
は
続
け
ら
れ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
鬼
が
笑
い
ま
す
が
、

来
年
の
3
月
が
、
限
度
か
な
ぁ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
ん
だ

坂

こ
ん
な
坂
⑯

さ
て
、
ま
た
年
の
数
が

一
つ
多
く
な
り
ま
し

た
。
毎
年
伺
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
今
年
の

目
標
や
標
語
の
よ
う
な
も
の
を
お
決
め
に

な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
な
か
な
か
毎
年

ク
リ
ア
で
き
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

し
か
し
良
い
の
で
す
。
去
年
よ
り
も
少
し
近

付
い
た
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
。
因
み

に
私
は
・・・去
年
何
と
書
き
ま
し
た
っ
け
？

ま
ぁ
、
い
つ
も
な
が
ら
こ
ん
な
感
じ
で
す
。
今

年
の
目
標
、
と
い
う
よ
り
は
標
語
で
す
ね
。

私
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
決
め
ま
し
た
。

「ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
」で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
お
正
月
の

間
は
短
く
、
様
々
な
用
意

で
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
で

き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
終
わ
ら

せ
て
し
ま
い
、
ゆ
っ
く
り
と
、
楽
し
く
新
し
い

年
を
迎
え
た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
と
言
え

ば
、
羽
根
つ
き
、
書
初
め
、

駒
回
し
、
た
こ
あ
げ
が
あ
り
ま
す
ね
。
最
近

は
し
て
い
る
子
を
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
が
、

私
が
小
さ

い
頃
は
し
た
も
の
で
す
。
勝
っ

た
ら
何
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

楽
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
外
は
寒
い
け
れ
ど
遊

び
に
集
中
し
て
し
ま
う
と
何
時
間
で
も
駆

け
回
れ
た
も
の
で
す
。

こ
う
い
う
遊
ん
だ
こ
と
な
ど
は
、
や
は
り
良

い
思
い
出
に
な
り
ま
す
ね
。
家
で
ゆ
っ
く
り
し

て
い
る
に
し
て
も
、
駅
伝
で
す
ね
。

テ
レ
ビ
の
画
面
を
去
年
の
優
勝
校
を
思
い

出
し
な
が
ら
追
っ
て
い
く
あ
れ
が
楽
し
く
て
、

ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
、
終
わ
っ
た
後
は
何
だ
か
ス
ッ
キ

リ
す
る
ん
で
す
。
あ
ぁ
、
正
月
だ
な
と
。
大

抵
駅
伝
の
終
わ
り
が
正
月
の
終
わ
り
を
告

げ
、
日
常
が
戻
り
ま
す
。

今
年
の
日
常
は
・・・昨
年
は
、
刺
繡
と
消

し
ゴ
ム
は
ん
こ
と
い
う
新
し
い
こ
と
を
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
も
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
月
の
消
し

ゴ
ム
は
ん
こ
教
室
は
、
十
日
水
曜
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
火
曜
日
・水
曜
日
の
三
時

か
ら
五
時
。
材
料
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
た
だ
、
眼
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ

な
い
よ
う
に
お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ

れ
で
は
、
ま
た
毎
月

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

明
日
へ
航
路

纐
纈
史
子

新
年
の
ご
挨
拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

平
成
三
十
年
元
旦

月
三
天


